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○1976年 6月 12日流山生まれ（39歳） 

※サラリーマン家庭（父は NTTに勤務）で育つ 

流山市立新川小、流山市立北部中卒業 

日本大学第一高校、武蔵大学経済学部卒業 

○2000年 4月 大成建設株式会社に入社（管理部ほか） 

○2003年 4月 流山市議会議員に初当選（2,692票） 

○2011年 4月 流山市議会議員二期目当選（4,508票） 

○2015年 4月 流山市議会議員三期目当選（5,830票） 

 ※政治理念はケネディ大統領の「国が何をしてくれるか 

ではなく、自分が国のために何ができるか」。 

○後援会事務所:流山市中野久木 559-2     討議資料 

森 りょうじ リポート。（７８号） 

～ 皆さんと一緒に、森も動く。 ～ 

■“１７万総活躍地域”に向けて 

1億総活躍社会。政府が掲げたこのビジョンに対して

は様々な意見もありますが、地方創生を目指す地域社会

にも同じことが言えると思います。 

人口が増減する地域、高齢化が進む地域、新築マンシ

ョンが中心の地域…。市内それぞれの地域をどのように

活性化させていくべきか。そのためのキーワードは“活

動しやすい仕組みづくり”だと思います。市民の誰もが

活躍する地域へ、私達の地域から実現しましょう！ 

■まず、最初の一歩（障がい者施策の充実） 

総活躍社会に向けては、様々な立場の方が、それぞれ

お持ちの技術や能力を発揮できる環境づくりが必要で

す。そこで今議会の質問では障がい者・女性・中小零細

事業者の皆様が活躍するために必要な“後押しとなる施

策の充実強化策”を求めました。 

質問の結果、まずは障がい者の方々が職場に向かう際

に必要な通勤助成額(現在 5,000 円を上限に補助)の拡

充が図られることになりそうです 。17 万総活躍地域

の実現に向けて、最初の一歩にしたいと思います！ 

■案内①：次回の駅活動は４月になります。 

2～3月中の活動はホームページ・SNSをご覧下さい！ 

■案内②：平成 28年第１回定例会ご案内 

2/18-3/22の予定（議案内示日は 2/8）です。平成 28年

度予算では新川スポーツフィールドの移転、おおたかの

森駅前市有地活用事業などに議論が集中しそうです。 

※この会報は東武野田線（アーバンパークライン）・つくばエクスプレス・JR・流鉄線の各駅で配布しています。（市内 14 箇所） 

 

 

平成２８年１・２月号 

 

 

 清々しく新春をお迎えのことと心

からお慶び申し上げます。「一年の計

は元旦にあり」と言われるように、新

春は様々な思いに駆られます。ついつ

い大風呂敷を広げそうになりますが、

やはり地に足をついた目標設定こそ

大切な気がします。焦らず、気負わず、

頑張る年にしたいと思います！ 

討議資料 
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 障がい者の方々が自立できる社会に向けて、

国は法整備などを進めていますが、地域の現場

では法の趣旨が具 

現化されていない 

点も多くあります。 

流山でも出来るこ 

とはもっとある！ 

今回は市の計画に 

位置付けている就 

労継続支援 A 型施設の設置見通しなどについ

て確認しました。苦労している様子も感じられ

ましたが、障がい者の皆さんが活躍できる地域

社会に向け、更なる努力を要請しました。 

 

★時代に合わせたバス政策の展開を！ 

現在 5 路線あるぐりーんバスは好評を頂い

ており、利用者は増加傾向です。一方で運行か

ら 10年が経ち、 

市内各地域を取 

り巻く環境も変 

わっています。 

そのため時代に 

合わせた柔軟な 

バス施策が必要 

だと感じています。※今回は 3つの視点で質問 

① 高齢化社会に対応したバス施策の充実 

②観光・ツーリズム推進のためのバス施策 

③まちづくりに寄与するバス施策（運行時間の

延長、空港直結シャトルバスの導入など） 

 ①②の答弁は消極的な印象を受けました。③

は一部努力をしている様子が見られました。 

を見据えて移動してしまう可能性などがあり、

地域間格差を更に生み出してしまう可能性も

考えられます。このようなことから県と市町村との

間で、連携・協力体制の構築化を求めたところ、

市の見解は少し消極的なものでした。 

今議会では庁内の部署を改正するための条例

が上程されました。その内容は産業振興部から『経

済振興部』に名称を変更、また分掌事務の整備を

行う内容などでした。（賛成多数で可決） 

経済政策に関しては、地方は国の政策に頼る面

が強いものですが、地域の実情を見れば明らかな

ように、その対応（特にバラマキ型）は限界にきてい

ます。その為にも地域が主体となり、それぞれの地

域に合った産業振興策を打ち出す姿勢が必要で

す。※以下、今回質問をした 6点の内 2点を掲載 

★経済調査の結果を生かせ！ 

地方は国の法律に従い産業に関する様々な統

計調査を行っています。ただしそれらの調査結

果を生かした政策 

立案の事例は乏し 

いものです。 

 右図に見られる 

ように調査結果か 

らは様々な傾向が 

把握でき、対策を 

講じる必要性を感じます。また全国的な調査で

ありますので当市の産業の強みや弱みも把握で

きるため、それらを政策立案に生かすことも出

来そうです。担当部長の答弁でも私と同じ認識

を確認することが出来ました。 
 

★千葉県と流山市の役割分担と連携強化を！ 

産業政策は国・県・市のそれぞれが打ち出し

ています。企業側の起点に立てば多様な選択肢

があることは悪いことではありません。しかし、

制度の重層化は大 

阪都構想の際に焦 

点となった“二重 

行政”による無駄 

の構造を生み出す 

可能性があります。 

また県の制度を利 

用した企業は籍を置く市に捉われずに、県全体 

  

WebSite「森りょうじ」を検索！ 

また Twitter・Facebookも更新中！ 

 

【連絡先】 TEL＆FAX:7155‐3236 

  Mail:ryoji612@peach.ocn.ne.jp 

※ポスティングスタッフ募集中！この会報は森本人とボランティア皆様のご協力により配布されています。（業者使用一切なし） 

 

一般質問② 

【攻める、バス政策。】 

 

一般質問① 

【強い地域経済を、取り戻す。】 

 
 

一般質問③ 
【温かい社会の実現へ。】 

 

 

 

 

 


